
本
の
紹
介 

 

建
築
学
科
か
文
学
好
き
の
方
へ 

 

二
〇
一
四
年
一
月
二
十
日 

井
田
晃
記 

 

佐
伯
泰
英
著
「
惜
櫟
荘
だ
よ
り
」
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
六
月
） 

「
惜
櫟
荘
」
は
熱
海
市
伊
豆
山
に
あ
る
別
荘
の
名
前
。 

施
主
は
岩
波
書
店
創
始
者
の
岩
波
茂
雄
、
設
計
を
依
頼
さ
れ
た
の
は
吉
田
五
十
八
（
よ
し
だ
い

そ
や
、
昭
和
四
十
九
年
没
）、
近
代
的
数
寄
屋
建
築
の
名
手
で
あ
り
、
手
掛
け
た
建
物
は
、
吉
田
茂

邸
、
岸
信
介
邸
、
川
合
玉
堂
記
念
館
、
小
林
古
径
邸
・
画
室
、
梅
原
龍
三
郎
邸
、
旧
歌
舞
伎
座
、
外

務
省
飯
倉
公
館
・
別
館
、
等
々
、
昭
和
三
十
九
年
文
化
勲
章
受
賞
者
で
あ
る
。 

著
者
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
時
代
劇
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
居
眠
り
磐
音
江
戸
双
紙
」
の
作
者
で
人
気

時
代
小
説
作
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
施
主
岩
波
の
交
際
の
広
さ
か
ら
多
く
の
著
名
人
が
宿
と
し
眼
下

に
広
が
る
景
観
を
取
り
込
ん
だ
「
惜
櫟
荘
」
を
愉
し
み
か
つ
感
銘
を
受
け
宿
帳
に
名
を
残
し
て
い
る
。 

 

施
主
の
岩
波
は
七
つ
の
注
文
（
課
題
）
を
吉
田
に
与
え
、
こ
れ
に
応
え
た
作
品
が
「
惜
櫟
荘
」

で
あ
る
。
設
計
図
面
は
な
い
と
の
こ
と
。「
惜
櫟
荘
」
を
入
手
し
番
人
と
自
称
す
る
佐
伯
は
「
解
体

修
理
・
復
元
」
を
決
断
し
た
。
本
書
は
、「
惜
櫟
荘
」
に
ま
つ
わ
る
話
、
入
手
ま
で
の
経
緯
、
解
体

修
理
の
過
程
や
佐
伯
に
影
響
を
与
え
た
人
々
に
も
話
が
及
ん
で
い
る
。
私
が
毎
週
楽
し
み
に
し
て
い

た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
て
い
た
「
週
刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
」
の
司
会
者
で
多
読
家
の
児
玉
清
と
の

話
も
大
変
興
味
深
い
。
作
家
か
ら
み
た
単
行
本
と
文
庫
本
の
違
い
に
つ
い
て
の
考
え
も
面
白
か
っ
た
。 

本
書
の
あ
と
が
き
を
以
下
に
示
す
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